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「8020 さん」達成おめでとうございます！ 

             第２８３月号 ２０２３年３月１日 

発行  ／  医療生協さいたま 

                                              生協歯科              

                                       〒336-0926  さいたま市緑区東浦和 6-16-1 

（外来予約受付）℡：048-810-6100  

（２階事務室）℡：048-810-6101 Fax：048-810-6103 

E メール sika-j@mcp-saitama.or.jp 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://seikyo-shika.com/ 

３月号 

≪ 生協歯科 ～ 東浦和駅 ≫ ● 土曜・日曜・祝日は全便運休です。 

じじょう 

 

事情により運休日以外に運行をお休みする場合があります。 

 

 

 

 東浦和駅 発 生協歯科 発 

月・火・木・金 水曜日 月・火・木・金 水曜日 

８時 ４０ ５５ ４０ ５５ ５０ ５０ 

９時 １５ ３５ ５５  １５ ３５ ５５  １０ ３０ ５０  １０ ３０ ５０  

１０時 １５ ３５ ５５  １５ ３５ ５５  １０ ３０ ５０  １０ ３０ ５０  

１１時 １５ ３５ ５５  １５ ３５ ５５  １０ ３０ ５０  １０ ３０ ５０  

１２時 １５ ３５ ５５  １５ １０ ３０ ５０  １０  

１３時 １５ ３５ ５５   １０ ３０ ５０   

１４時 １５ ３５ ５５   １０ ３０ ５０   

１５時 １５ ３５ ５５   １０ ３０ ５０   

１６時 １５  １０   

浦和民主診療所便（浦和民主診療所→生協歯科→埼玉協同病院） 

① 和民主診療所 発１２：３５⇒ 生協歯科 発１３：０５ ②浦和民主診療所 発１５：４５⇒生協歯科 発１６：１５ 
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mailto:sika-j@mcp-saitama.or.jp


「医療生協と出会って」      
 

大宮北支部  篠原 英子 

  どこかに出かければ出会いがあるようです。私が「医療生協」という言葉を初めて耳にしたのは、2018

年３月末のことでした。機関誌を毎月届けていただくようになり、支部の企画する催しに参加させていただ

き、お蔭でとても充実した日々を過ごさせていただいたことを思い出し、感謝しています。 

 さて、2016 年から始まったヘルスチャレンジと言えば、最初は関心も薄く、パンフレットをいただいた

もののあまり気にも留めずそのままにしておりました。翌年は運営委員さんに「ハガキ出しましたか？」と

問われ、「ああ、そうか。これから出します」と返事をした記憶があります。そうこうして、運営委員１年

目の昨年度は、班員の友達に声かけだけでした。 

 今年度は支部で報告者 30 名を越えさせたいという目標を明確化しました。何か達成できそうな気持が芽

生えて、私も運営委員の一員として組合員以外の方や家族に声かけを試みました。 

結果、大宮北支部がヘルスチャレンジ報告者 30名超を達成し、委員会でおほめの言葉をいただきました。

報告してくださった皆さんや運営委員の皆さんと喜びを分かち合い、次の活動のステップにしたいという意

識につながりました。 

次年度はキッズの皆さんにもたくさん参加していただき、ヘルスチャレンジの良さに目覚めていただきた

いとの願いとともに、ヘルスチャレンジの結果報告を楽しみにしています。 

私のできる範囲の中で、けんこうと平和を祈りながら生き生きと活動できたなら幸せです。 

 

 

 

 

                          

 

歯科医師  吉崎  成俊  

   

こんにちは歯科医師の吉崎です。今日は歯に関する少しびっくりするお話です 

歯科では入れ歯をつくったり、修理したりするときに「歯医者っぽいにおい」がし

ます。 

これは即時重合レジンとよばれる粉末と液体をまぜて硬いプラスチックにする材料を使っている為です。 

実はこの材料はネイルサロンでも使われているのです。 

ネイルサロンでは爪の長さを足す技術としてこのプラスチックの材料を使っているのです。 

この技術を使って自分の爪の上から少しずつこの人工的な爪を伸ばしていって、固まった後ヤスリで削っ

て好きな長さに調整することができるらしいです。 

さらには、歯科ではむし歯の治療で歯を削った後に白いつめものをしていきます。この時流し込む白い液

体が LED のライトによって硬化し、その後、形とかみ合わせを整えると歯の治療が終わります。 

今の材料はとても良く出来ていて、周りの白い歯とまるでカメレオンのように色が合っていくのです。 

この材料もジェルネイルに使われていて、爪の上にジェルを塗った後 LED のライトをあてて硬化させま

す。このように歯科の材料の技術は様々な領域で活躍していて、どんどん開発は行われているのです。 

びっくりですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

歯科医師  武内 亮 

 

厚生労働省のホームページでは新型コロナウイルス感染症の感染防止の3つ

の基本的感染対策として、①身体的距離の確保、②マスクの着用、③手洗いを挙げています。ま

た「新しい生活様式」として【3密】の回避（密集、密接、密閉）も推奨されています。 

例年（新型コロナウイルス感染症発生以前）であれば当たり前にできていた様々な活動が困難

になりました。この春で言えば、職場での歓送迎会。これまでの功績を労ったり、新しい職場に

来てくれた歓びを伝えたりという場が持てなくなりました。他には、普段の仕事上の悩みの相談

やお互いの親睦を深めるために、飲み会や食事会をする事ができなくなりました。そんな場が持

てることで仕事の活力に繋がったりしていたものです。 

この夏のことで言えばお盆の帰省。感染者数の多い都市圏から感染者数の少ない地方への帰省

の自粛ムードが高まりました。年に何回も会えない親や家族に触れ合う機会すら奪われてしま

う。私の実家は距離的にはそう遠くはありませんが、会いたいときに気軽に会えなくなり、寂し

い思いになりました。 

新型コロナウイルスは人と人との繋がりを引き裂いてしまうような病気かなと感じてしまい

ます。私は口数が多いほうではないのですが、職場では、なるべく会話できる時にはその機会を

失わないように心掛け、プライベートでは、田舎の両親に用事がなくても頻繁に電話をかけるよ

うにしました。人と会うときはできる限りの感染対策をするようにしています。 

これからの季節は新型コロナウイルスに加えてインフルエンザの予防にも気をつけなければ

なりません。先述の感染予防対策はもちろんですが、過度な対策や間違った方法によって人との

心の繋がりを犠牲にしないように気をつけたいと思います。 

近い将来に安全なワクチンができたり、ウイルスの感染力が急激に弱くなったり、状況が奇跡

的に良くなることを切に願うばかりです。その日が来るまで根気強く戦い続けようと思う今日こ

の頃です。 

組合員活動だより 



               

       

歯科衛生士  小原 純子   

マスク生活も早 3 年。やっとマスク解禁の兆しも見えてきましたが、コロナ以前

のようになるにはまだまだ時間がかかり、元通りにはならないかもしれませんね。   

マスクをしていると息苦しいけど、しないのも不安。顔が半分以上隠せるから楽だ

ったりすることもありますね。 

長いマスク生活の影響で、気付くとマスクの中で口が開き、口呼吸になっていたりしませんか？ 

息苦しさと、人に口元を見られない油断から口が開きっぱなし。 

鼻が詰まっていない限り、本来人は鼻で呼吸をするようにできているので、口呼吸になると体に悪影

響を及ぼします。 

1 虫歯や歯周病になりやすくなり、口臭もするようになる。 

口呼吸により口が乾燥し唾液の量が減り、唾液の自浄作用が弱くなることで虫歯や歯周病菌が増

える。 

2 歯並びが悪くなり、顔貌も悪くなる。 

口呼吸が習慣になることで、口まわりの筋肉が緩み弱くなりポカンと口を開けたままのだらしな

い口元になります。老け顔にもつながります。唇の筋力も弱いため出っ歯にもなりやすいです。

そして舌の筋力も落ち、口を閉じた時本来上あごに接しているはずの舌が下にあることで、健全

なあごの成長を促せず歯並びが悪くなります。高齢者の場合、舌の筋肉が弱ることで飲み込みに

問題が起きる可能性もあります。 

その他にも、風邪をひきやすくなる、鼻で呼吸した時よりも酸素の取り込み量が減る、睡眠時無呼吸

症候群のリスクになる・・・などなど口呼吸は百害あって一利なしといったところです。 

 

どうやって治す？？ 

・習慣で口呼吸になっている場合が多いので、口が開きっぱなしになっていないか、鼻で呼吸できて

いるか、1 日に何度も意識して気を付ける。 

・あいうべ体操など口まわりの筋力トレーニングをする。 

・薬局などで売っている鼻呼吸テープなどを活用する。 

・歯並びの影響で口が閉じづらかったり、舌が下にある場合は矯正治療をする。 

・鼻に疾患があって鼻呼吸が出来ない場合は耳鼻科を受診する。 

早くお互いの笑った顔を見ながら会話できる日が来るといいですね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      
         

３月は１０日（金）の予定です。 
９：３０～１１：００   作業内容：雑草取り、朝顔ネット、つる処分 

毎月第２金曜日午前中に活動しています。 ４月は１４日（金)の予定 

   ＊ボランティアに参加して頂ける方を募集しています。 

                      ご協力よろしくお願いします！ 
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